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このことから本試験の範囲内では，同一うね幅によ

る場合，おそまき密椿によって後期収量の増大を図る

ことは困難であることがわかった。

4　問　　題　　点

量の高い主枝着果型の品種で検討する必要がある。

2　パイプ支柱の規格を改良し，うね幅をせばめさ

らに栽植密度を高めることにより減収を軽減すること

は可能であろう。

5　経営的には前作の収益を加算して考慮する必要

1　本試験は側枝着果型の品種を用いたが，初期収　　がある。

ビニールハウスキュウリのくん炭養液栽培に関する研究

松　本　良一郎

（岩手県園試南部分場）

1　ま　え　が　き

れき耕栽培から発展した養液栽培もその方法に砂挑

従来の中れきかられきの大きいもの等の栽培がある。

一方，育苗方法も養液育苗と発展し共同大量育苗の方

法となってきている。そのなかでもくん炭による育苗

法の普及はめざましいものがある。この育苗から延長

してくん炭培地の量を増してキュウリの養液栽培とし

た。くん炭による培地の方法，養液の種類が生育，収

量に及ぼす影響を検討した。

2　試　験　方　法

1　供試ハウス

ビニールハウス　5．6仇×10．8m，2棟

2　供試条件

0培地法

A．平取　床幅90C花にくん炭を8mの厚さにし，

床長1．8仇に129．8ヱのくん炭を供用（1†ガ当り80

∠）

B．ポリ袋鉢　50（Ⅵ×50の！袋にくん炭10．8上を

入れ，床長1．8mに12鉢を置きくん炭量を129・d且

とした。

○供試液肥

第1表　養液使　用　量

A．大琢ハウス肥料1号（500才人）Nl噛．P8軋

K25乳苦土5軋　ほう索nl釘．マンガン0．1‰　キ

レート鉄0．18帝。大塚／、ウス肥料2号N H蕗。

B．住友液肥2号　Ⅳ10感，P5感，K8帝。

5　養液の濃度

大塚ハウス肥料1号，2号計500gを‘00倍で供試，

住友液肥2号520㌢を600倍で供就。

4　区制および面群

（D大塚肥料ポリ袋鉢，（参大塚肥料平床，（診住友液肥

ポリ袋鈍　④住友液肥平鼠1区面括　幅90（湘長さ

18．8仇，1区制0

5　供試品種　松のみどり，夏埼落2号，薪交5号

‘　は穐および定植

2月25日は種，4月28日定植0

7　養液使用法，回数

養液は各区とも1回に500且を作り使用すると液の

厚さ5C閏となる。ベット内の液がD（¶となった時に養

液を補給LScmとする方法の湛液栽培法とした。補給

使用回数は高温，乾燥，雨天，倭天とその月により異

なるため不定期である。

養液使用回数は第1表に示すごとく4月定植時には

a当り5．000且を使用し5月よりキュウリの伸長と気

象上昇によりその回数を増した。

（a当り）

月 回 数
液　 量

川 0 0 倍 ）

N P Ⅹ 苦 土

大 塚

マンカツ

ホ ウ ソ

大 塚大　　 塚 住　　 友 大　　 塚 住　　 友 大　　 塚 住　　 友

4　 月 1 回 5，0 0 0
5 2 0才 5 2 0ダ 2 4 0 7 2 占0才 6 9 0 才 4 1 ♂ 1 5 0才 5 才

5　 月 4 回 8．0 0 ロ 1 0 4 0 1 0 4 0 4 8 0 5 2 0 1．5 8 0 8 5 2 5 0 0 1 0

d　 月 8 回 1 2．0 0 0 2．0 8 0 2，0 8 0 9 °0 1 0 4 0 2．7 8 0 t d ‘4 8 0 0 2 0

7　 月 1 1 回 1 占．5 0 0 2．8 8 0 2．8 °0 t 5 2 0 1 4 5 0 5．7 9 5 2．2 8 8 7 5 0 2 ヱ5

計 5 1 5 0 8 占．5 0 0 6．5 0 0 う，1 0 0 5，2 5 0 8 5 8 5 5，1 9 8 1 8 0 0 8 2．5
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8　収陛始め　5月22日

5　試　験　結　果

1　収量について

fH　全期収量においては第1回のように．多収を示

した区は培地法の平床区の大塚ハウス肥料区であって，

a当り5占0株の約1．000晦であり，次いでポリ袋鉢の

大塚肥料区である。住友液肥の培地の平床区とポリ袋

鉢区との間に大差はなかった。
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第1図　キュウリ収量
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（31品種にあっては春系の栓のみどりにおいて大塚

肥料の培地の平床区，ポリ袋鉢区の両区に全軌　早期

収量ともに差がない。夏系品種の夏埼落，新交5号両

品種は大塚肥料の平床区がポリ袋鉢区より多収となっ

た。

2　生育調査について

（‖　蔓の伸長量において，肥料の種類にあっては大

塚ハウス肥料が住友液肥よりまさっている。培地の方

法にあっては大塚ハウス肥料の平床区がややまさって

いる（第2回）。

6月29日までの
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（2）早期（前半期），収量（キュウリ単価の高い時期）

において多収を示した区は全期収品成績と同様，培地

を平床とした大塚肥料区で全収量の52～59多の収量

となった。

6月29［Ⅰまでの

主枝♀花数およ
び例校数
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況状育生図2第

（2）乗数において栓のみどり槌は蔓の伸長成績と同

様な傾向を示している。夏埼落穂は大塚ハウス肥料の

ポリ袋鉢区が最も多くなっている。節間が短く現われ

ている。

㈲　主横平花数において住友肥料のポリ袋鉢区が多

く着生しているが収量には影響していない。側枝数に
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ついては松のみどりにおいては肥料の差が現われてい

て大塚′・ウス肥料が多く子蔓を発生している。

（4）果実生育調査について，6月4日収穫の開花12

日後の果実は，大塚ポリ袋鉢区の平均は125才，大塚

平床区1本平均重152才とやや重く，住友ポリ袋区95

才住友平床区80才と小黒となっている。気温が上昇

した6月11日収穫の開花9日後の果実および12日

収穫の開花7日後の果実は各区に大差がない。

4　要　　　　　約

1　重液の湛液栽培においてのくん炭の培地の方法

において春系松のみどり掛こは差がなく，夏系品種に

あっては差が認められた。

2　二つの肥料の間において大塚ハウス肥料は住友

液肥より苦土およびその他の微量要素を含有し，かつ．

加里成分が多量等によって収量に影響し多収を示して

いる。肥料の価格については住友液肥は大塚ハウス肥

料の6分の1の安価である。

岩手県北地方における短根ニンジン栽培技術確立に関する研究

第1報　ポリマルチ栽培の効果

高橋康利・′」、沢栄二＊・千葉　明・石川格司・川村善美

（岩手県農試県北分場　＊同県南分場）

1　ま　え　が　き

岩手県における短板ニンジンは，農林省指定産地の

北岩手を中心に産地化が進み，中央市場における市場

占有率も急速に高まってきている。今後主産地形成を

有利に展開するためには，10a当り収量の増大およ

び作期の前進が当面の課題になると考えられる。この

第1表　試験圃場の化学性

ような観点から短板ニンジンに対するポリマルチ栽培

について検討したのでその結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

1　供試圃場

昭和45年は灰褐色沖積土壌で，また，昭和48年

は腐植質火山灰土壌で試験を実施した（第1表）。

土　　　 壌 土　 性 腐　 植 p H

（H 2 0 ）

置 換 性 塩 基　 （ノ呼）
燐酸吸収

係　 数

可 吸 態

燐　 酸
C a O M g O K 2 0

沖　 積　 土　 壌 L
4 1 0 痴

5．9 5 1 1 1 9 2 9 8 8 0
1 4 8祝辞

火　 山U　灰　 土 壌 L 鼠8 4 5．8 2 5 1 1 8 2 0 t d l O 2．d

2　播種　期　4月2　7日

5　栽植密度　55cmx12cm，2粂ホーリーシー

ト，畦幅90cm，18．5枚／7㌦

4　施肥量（晦′a）　N1．28＋n92，P2q52．08

K201．12十m92，マルチ区は全量基肥，追肥は2回に

分施。

第2表　生　育　調　査（昭45）

5　供試品種　チャンテネーインプループド

d l区雨着および区制1区20ナガ，2区制

5　試　験　結　果

1　生　　育

占月 2　5 日 7 月 1 0 日 7月2　5日 8月10日

草　 丈 乗　 数 草　 丈 糞　 数 草　 丈 筆　 数 草　 丈

2 5．5 （Ⅶ ス8 枚 4 1．O C昭 10．0 杖 5 1．°m 1 1．2　枚 5 8．4 m

24 8 a O 4 5．2 10．0 5 4 8 1 1．4 占1．0

－ － 28．8 8 1 5 9．4 鼠1 49．0




